





新しいありかたをそれぞれ Y と Z とする。空間領域においては，Y と Z
は S の元の位置と新しい位置である。空間領域で「行く」と「来る」を
用いる発話例には（1），（2）のようなものがある。
（ 1） 明日そちらに行きます。（近藤，2000 : 487）
（ 2） 今日，ここに来ましたのは…（ibid.）
（1）の Z は話し手がいない場所であり，話し手がそこに移動すること
を「行く」で表し，（2）の Z は話し手がいる場所であり，S がそこに移
動することを「来る」で表している。













































あると述べている。そして，「（（X ガ V ダ）で表す）現象が自分（話し
手）から次第に遠ざかる」ことを「V テイク形」で表すとして，（7），
（8）を挙げている。




（ 9） 水カサガ増シテクル。（寺村，1984 : 161）



































































ぞれの Z を客観的に把握する。また，それぞれの話し手は Y を L として
意識している。その場合，S が L（Y）を離れ Z に向かうことを「行く」
で表し，Z に向かったことを「行った」で表す。そして，Y を L として
主体変化動詞・状態動詞・天候動詞の「V テイク形」・「V テクル形」 ５
意識している場合は，「行く」を用いると S が遠ざかるという表現効果が
生まれる。





で，それぞれの Z を客観的に把握する。そして，S が Z に移動すること
を「行く」で表し，S が Z に移動したことを「行った」で表している。
このとき，話し手が Y を L として意識していない場合は，「行く」を用
いても S が L から遠ざかるという表現効果は生まれない。
このように，話し手が Z を客観的に把握している場合，S が Z に移動
することを「行く」で表す。そして，話し手が Y を L として意識する場












している。そして，話し手が Y を L として意識している場合，出発の時
点を時間の副詞などで示すことができる。一方，（16）の話し手は Y を話
題にせずに，S が Z に移動したことに「行った」で言及している。そし
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る。このとき，「（場所）ニ」で Z を示す（17）a の発話は容認されやす
い。しかし，Z を示さない（17）b の発話は容認されにくい。一方，（18）




















いる。このように，話し手が Z を L として意識している場合は，S が Z
（L）に移動することを「来る」で表す。一方，（20）の話し手は日本にい
るという意識をもって発話している。レディ・ガガの移動先（Z）である






















８ 主体変化動詞・状態動詞・天候動詞の「V テイク形」・「V テクル形」







ともできる。前者の場合，バスが視界に入ったとしても，S が L にいる
ことにはならない。そのため，移動が継続することで S が L にいると見
なせるようになることを「来る」で表している。一方，後者の場合，バス
が視界に入れば S が L にいると言える。そして，移動によって S が L に
いると見なせるようになったことを「来た」で表している。
以上のことから，「来る」について次のようなことが言える。話し手は，
移動先（Z）が主観的に把握する空間（L）にある場合，S が Z に移動す
ることを「来る」で表す。また，Z に言及しない場合，話し手は Z を L






まず 3.1. で主体変化動詞の「V テイク形」，3.2. で主体変化動詞の「V
テクル形」をそれぞれ分析する。それらの分析を踏まえて 3.3. で状態動
詞や天候動詞の「V テイク形」と「V テクル形」を分析する。


















まりに捉えて，S の状態変化を動詞を「V ル形」または「V タ形」で用い
ている
（23）b の話し手は発話時点における S の状態（「ある状態」）を主観的
に把握し，変化後に想定される「ない状態」を客観的に把握している。そ





把握している。そして，「暗くなる」という変化によって，S が L を離れ
て Z に向かったことを「暗くなっていった」で表している。
１０ 主体変化動詞・状態動詞・天候動詞の「V テイク形」・「V テクル形」
このように，話し手は変化主体（S）の変化を移動に見立てて，想定さ























S の状態が変化し，観察や体験を通して話し手が S の暖かさを実感でき
るようになる。そして，S の「暖まっている状態」（Z）を話し手が主観的
に把握できるようになることを「暖まってくる」で表している。同じよう























































3.3. 状態動詞・天候動詞の「V テイク形」・「V テクル形」
本節では，「V テイク形」と「V テクル形」の間に容認度の差が出る状


























































主体変化動詞・状態動詞・天候動詞の「V テイク形」・「V テクル形」 １５
（34），（35）の話し手は，「泣ける」と「笑える」でそれぞれ「自然に泣
いてしまう」，「自然に笑ってしまう」というように，動詞で表す行為が自
然に生起する状態を表している。S が考え事をする，または S が自分の
日記を読むことで S の心理状態が変化する。話し手は，変化の現場にい



































（36），（37）の話し手は S に心境の変化が起こって，S の心理状態が
「泣けない状態」（Z）になることを「泣けなくなる」で，S の心理状態が
「笑えない状態」（Z）になることを「笑えなくなる」（Z）で表している。
















主体変化動詞・状態動詞・天候動詞の「V テイク形」・「V テクル形」 １７
にあると見なしている。そして，「晴れる」という変化の結果の「晴れて
いる状態」（Z）を想定し，S が L から Z に移行することを「晴れてい
































後の状態（Z）を話し手が客観的に把握し，S が L を離れ Z に向かうこ
とに言及する場合である。そして，話し手が Z を主観的に把握している

















は，話し手が S の移動先（Z）を客観的に把握する場合，S が Z に移動す
ることを「行く」で表す。また，Z を想定しない場合は「行く」が容認さ
主体変化動詞・状態動詞・天候動詞の「V テイク形」・「V テクル形」 １９
れにくいことも見た。また，主観的に把握する場所（L）を Z として意識
している場合は，S が L に移動することを「来る」で表す。そして，3．
では「V テイク形」と「V テクル形」について，空間領域の移動を観念
領域の状態変化に置き換えた場合を検討した。
観念領域において，S のありかたは状態である。話し手は S の変化後
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